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第１０回徳島医学会賞受賞者紹介
徳島医学会賞は，医学研究の発展と奨励を目的として，
第２１７回徳島医学会平成１０年度夏期学術集会（平成１０年
８月３１日，阿波観光ホテル）から設けられることとなり
ました。年２回（夏期及び冬期）の学術集会での応募演
題の中から最も優れた研究に対して各期ごとに大学関係
者から１名，医師会関係者から１名に贈られます。
第１０回徳島医学会賞は次の２名の方々の受賞が決定い
たしました。両名の方々には第２２７回徳島医学会学術集
会（夏期）授与式にて賞状並びに副賞（賞金１０万円及び
記念品）が授与されます。
尚，受賞論文は本号３５ページ～４６ページに掲載してお
ります。
（大学関係者）
くわ の ゆ き
受賞者氏名：桑野由紀
生 年 月 日：昭和５３年１２月４日
出 身 大 学：徳島大学医学部栄養
学科
所 属：徳島大学大学院栄養
学研究科栄養生理学
講座大学院博士前期
課程２年
研 究 内 容：大腸上皮細胞に発現する NADPHオキシ
ダーゼ１（Nox１）の分子特性
受賞にあたり：
この度は，栄誉ある第１０回徳島医学会賞に選出してい
ただき，関係者の皆様に厚く御礼を申し上げます。私は，
現在栄養生理学講座において，六反助教授のもと消化管
上皮細胞におけるストレス応答に関する研究に従事して
おります。活性酸素は細菌に対する感染応答，炎症応答，
細胞のガン化など様々な生体反応に関与していると言わ
れています。私達は，消化管上皮細胞における活性酸素
産生機構として Nox１に注目し，その機能および生理
的役割について分子的に解明することを目標とし，研究
を行っております。今回の受賞を励みに，今後もグルー
プ一丸となって更なる努力を続けていく所存ですので，
ご指導の程よろしくお願いいたします。最後になりまし
たが，共同研究者の皆様ならびに，終始貴重な御指導，
御助言を賜りました，栄養生理学講座の岸教授，六反助
教授に心から感謝を申し上げます。
（医師会関係者）
あお き ひでとし
受賞者氏名：青木秀俊
生 年 月 日：昭和３７年７月８日
出 身 大 学：徳島大学医学部医学
科
所 属：徳島県立中央病院
消化器科
研 究 内 容：早期胃癌の内視鏡治
療
受賞にあたり：
この度は第１０回徳島医学会賞に選出していただきあり
がとうございました。当科では片岡部長を中心に早期胃
癌の内視鏡的粘膜切除術（EMR）の適応拡大をめざし
て２００１年より切開・剥離法（ITナイフ，hookナイフを
使用）を導入し可能な限り病変の一括切除を行っていま
す。黎明期のラパコレがそうであったように，本法は病
変の切除部位や大きさによって処置時間が長くなったり，
合併症の発生が高くなったり，処置具が保険で通らない
など未解決の部分も多いのが現状です。しかし処置具や
処置方法に関しては種々の工夫がなされ進歩し続けてお
り，数年先には従来の２チャンネル法やキャップ法に変
わる EMR手技の中心となるものと確信しております。
近年『潰瘍形成のない分化型m癌』なら大きさや形に
かかわらずリンパ節転移は非常に少ない（０‐０．４％）
ことが分かってきています。今までの EMRの絶対適応
である『潰瘍のない２以下の分化型m癌』の条件を
満たさず手術すべきか迷われている症例がありましたら
ぜひ一度当科へ御紹介いただければと思います。今後と
もご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。
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